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家　計　簿

一般会計決算の概要

わ
た
し
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
ど
の
よ
う
に
便
わ

れ
、
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
五
十
九
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

の
決
算
が
九
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
九
年
度
は
町
制
施
行
三
十
周
年
に
当
た
り
、

記
念
式
典
、
町
民
大
運
動
会
等
の
記
念
行
事
、
文
化

施
設
基
本
計
画
策
定
等
、
希
望
に
み
ち
た
生
き
が
い

の
あ
る
町
づ
く
り
に

着
手
し
。
歳
出
決

算
総
額
は
、

二
十
億
九
千
七
百
十
一
万
円
と
な
り
ま
し
た
、

一
方

、
蔵
入

総
額
は
、
対
前
年
比
七
・
二
％

、
一

億
四
千
一
二
百
三
十
九
万
円
増
の
二
十
一
億
三
千
九
百

四
十
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
月
は
、
お
も
に
一
般
会
計
の

便
い
み
ち
に
つ
い

て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

土 木 費
(町道整備)

小位 千円

●新設改良略線の調査 ………………--………………ｰ 7.4

一新齬 良舗装……………………………-………129,399

●道騁 購入，補償費……………………-………-31,998

(道路橋梁維持管理)

●道路台帳整仰………………………………………36
●
叨

・道路橋梁維持補修………………………………-  ･ .355

(河川の整備)

痢 川の改良事業……………………………………16  , 3

●河川の維持管理……………………………………2  , 02 ｰ

(公営住宅対策)

●住宅維持補修費……………………………………2.  ｰ

・住宅タタミ等の入替………………………………1.582

●町　　税

町　 民　 脱

固 定 資 産脱

たばこ消費税

電　 気　 悦

そ　 の　 他

町民１人あたり使ったお金

173 , 028円

投資的経費　　　47  ﾕ 23円

人　 件　 費　　　48  , 879円

補 助 費 等　　44  , 980円

物　 件　 費　　　1  510 円

公　 債　 費　　　16  , 536円



町　　の

昭和59年度

Ａ全天候型のテニスコート

教　 育　 費
(学校教育)

●県北中学校改築準備………………………………9.7  引

・県北中･？校プールサイド哺修工事………………3,981

・藤|||小学校屋体外部塗装…………………………l.  88

・小ll･学枚教材教只の購人…………………………8.  0

●児童生徒就乍援助…………………………………5  は

・乍校給食の充火…… …………… ………… ……37.:j

(社会敦育)

・各插教室・講座の開設……………………………455

・公民館内施設の整備・冷房設備

鼾 受変劼 備………………4  靆

・公民館施設管理運営費……………………………ｰ 0.7

(吐会体育)

●テニ スコートの建1没………………………………6 れ 449

●町民運動場の整備…………………………………ll.

(文 化 財)

一文化財保謾調査管理費… …………………………1,699

一文化財資料保存倉咏………………………………1,220

総　務　費
●交 通 安 全 対 策 賢… … … … … … … … … … … … … …8.7  %

●各 櫨 選 挙 費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12,739

一広Ｆ く に み 」 の 発 行 … 一一･… … … … … ……- … …l,616

民　 生　 費
・重度心 障害者医療費扶助… ……………………7,180

・長寿を祝う事業（敬老会，敬老睨金）…………2.8   ー7

・老人クラブ活動の助成……………………………002

●保育事業…………… …………… …………………59.  3

●児童手当交付金……………………………………22 ,

▲大好評だった町民大置動会(S9年10月10日)



衛　生　費

一゚般健康診査………………………………………4.3

‘ 成人病検診…………………………………………5.  IIO

°老人保健事業………………………………………28,561

’各種予防接種事業…………………………………2.

’結核予防対策………………………………………6

消　防　 費

・防災行政無線の運用………………………………2.  4

●消防ポンプ自動車…………………………………8, 匐0

・伊達地方消防組合負担金…………………………,  4

商工費

●商工会館建股助成…………………………………5  ,

●商工会運営助成……………………………………4.  网

・中小企業経営合理化対策貸付金…………………4.

農林水産業費

’農業団体育成費……………………………………2  ,

・地峨間発整備関連沖化センター

周辺営農対策…-･-…………70,000

’水田利用再編対策事業……………………………2.

’農山漁村振興特別対策事業………………………2.

農゙業経営資金利子補給……………………………3.  8

’青果勃価格楠償事業………………………………2.

’町営牧野草地改良事業……………………………2.

’伊達西部土地改良事業……………………………5 乢 ｰ

‘ 伊達地域営農団地農道整仰事業…………………6.7  加

’南半田・赤坂粹林道事業…………………………加,9０0

労　 働　 費

'労働者金融対策預託金……………………………2,(χ)0

・未組織労働者金融対策贖託金………………………650

水道事業決算額

，収

益

的

収

支

収

入

営　 業　 収　 益 】 億 3.74 万円

営 業 外 収 益 587万円

計 1 億 4. 5万円

支

出

営　 業　 賢　 用 8 3 万円

営 業 外 費 用 2.623万円

計 １億1  .042万円

賢

本
的

収
支

収入 計 O円

支

出

建 般 改 良　費 104万円

他会針i徃入金償還金 200万円

計 1 . 4万円

※資本的収支額が資本的支出額に不足する額 l.  4

万円は過年度分損益勧定留保資金543 万円及び当

年度分損益勘定留保資金761 万円で補てんした。

特別会計決算額

会　計 名 歳　　 入 歳　　 出 差　 額

国民健噺保険 ６億　90 万円 ５億4.345 万円 5.745万円

老 人 保 険 4 億 万円 3 億 9.038万円 2.825万円

貝田簡易水道 3,501万円 3.443万円 58万円

育　　　 英｀ 629万円 624万円 5万円

入 山 財 産区 614万円 595万円 19万円

藤 田 財 産 区 285万円 238万円 47万円

大木戸財産区 67万円 7万円 60万円

渇水対策施設 ４億5.  4万円 4 億 3.8  閥万円 1 . 4万円



小

学
校

ス

ポ

ー
ツ
（
陸

上

）
交

歓
会

昭
和
六
十
年
度
町
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
（
陸
上
）
交

歓
会
が
、
九
月
二
十
八
日
午
前
九
時
か
ら
藤
田
小
学

校
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
歓
会
は
今
年
で
五
回
目
で
、
藤
田
・
小
琢

森
江
野
・
大
木
戸
各
小
学
校
の
六
年
生
全
員
百
七
十

名
が
参
加
し
、
百
メ
ー
ト
ル
走
、
四
百
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
、
八
百
メ
ー
ト
ル
走
、
千
メ
ー
ト
ル
走
の
各
種

目
に
熱
戦
を
展
開
し
、
大
会
新
記
録
や
好
記
録
が
続

出
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
ま
も
な
く
中
学
生
に
な
る
各
校
の

六
年
生
を
一
同
に
会
し
、
交
流
を
深
め
あ
い
、
お
互

い
の
体
力
の
向
上
に
努
め
よ
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の

で
、
八
月
に
行
わ
れ
た
水
泳
交
歓
会
と
と
も
に
。
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す

。

▲さあ、頑張るぞ､!″!男子4aa メートルリレー】

あ女子800 メートル走の熱峨

▲いっせいにスタート（男子I.  80メートル走）

Ａ「ガンバレー.ヴ」応援にも熱が入ります Ar ゴール・インj （女子100メートル走）



美
の
祭
典
「
ミ
ス
国
見
コ
ン
テ
ス
ト
」

国
見
ス
タ
ン
プ
会
主
催
に
よ
る
、

国
見
町
合
併
三
十
周
年
、
国
見
ス
タ

ン
プ
会
創
立
二
十
岡
年
を
記
念
し
た

『
ミ
ス
国
見
コ
ン
テ
ス
ト
』
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

出
場
者
規
程
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
。
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

Ｈ
出
場
者
規
程

て

年
齢
十
八
歳
か
ら
二
十
五
歳

ま
で
の
未
婚
の
女
性

二
、
三
ヶ
月
前
か
ら
国
見
町
に
居

住
し
、
ま
た
は
町
内
事
業
所
に

勤
務
す
る
者

三
、
審
査
会
お
よ
び
町
内

バ
レ
ー

ド
、
そ
の
他
に
出
場
出
来
る
者

日

主
賞
お
よ
び
副
賞

ミ
ス
国
見

こ

名
｝

王
冠
お
よ
び
ト
ロ
フ
ィ
ー

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ご
招
待
ま
た
は
軽

乗
用
拿
一
台

準
ミ
ス
国
見
（
Ξ
名
）

王
冠
お
よ
び
ト
ロ
フ
ィ
ー

沖
縄

ご
招
待
ま
た
は
ス
ク
ー
タ

ー
一
台

準
ミ
ス
国
見
（
六
名
）

ト
ロ
フ
ィ
ー

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ご
招
待
ま

た
は
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
一
台

応
募
者
賞
（
二
十
名
）

一
万
円
の
賞
品
券

目
選
出
方
法

第
一
次
審
査

ミ
ス
応
募
者
の
顔
写
真
お
よ
び

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
国
見
町
商
工

会
館
特
設
掲
示
板
に
掲
示
し
、

消
費
者
の
お
買
上
げ
投
票
券
の

投
票
に
よ

り
て
上
位
十
名
を
選

出
す
る

第
二
次
審
査

有
餓
者
八
名
前
後
お
よ
び
当
せ

ん
入
場
者
二
百
名
（
剛
審
査
）

に
よ
り
十
一
月
二
十
四
日
町
民

体
育
館
で
各
種
審
査
に
よ
り
第

一
次
審
査
合
格
者
十
名
か
ら
じ

の
通
り
選
出
す
る

※
な
お
、
詳
し
く
は
町
商
工
会
内
ス

ダ
ン
プ
会
（
雲
八
五
１
二
二
八
〇
）

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

九
月
九
日
協
力
者
　
敬
称
略

《

一

般

協

力

）

佐

藤
　
　

正

高

橋

勝

笑

村

上

健
　
一

佐

藤
　
　

溝

菊

地

裕

二

松

浦

新
　
一

大

冷

弘

美

闘

田

盛

正

舟

山

静

人

武
　
田

信

秀

大

津

森

治

菅

野

睨

子

武

田

涼

子

鈴

木

恵

子

斎

藤

タ
キ
ェ

菊

地

光

子

安

牘

ト
シ
ェ

本

多
　
コ
　
ト

村

上

災
紀
子

桐

沢

み
よ
子

伊

東

芳

子

佐

藤

正
　
子

大

泉

光

子

古

ｍ

忠
　
一

菊

地

幸

喜

酒

井

消

次

真

壁
　
　

洋

鈴

木

竹

い夫

佐

曝

幸

夫

紺

野

幸

雄

山

下

健
　
一

半

沢
　
　

豊

高

橋
　
　

力

岩

城

久

人

後

藤

徳

良

古

内

正

好

八

鳥

和

子

斎

藤

か
ゆ
り

古

田

昌

子

小

西

邦

子

斎

藤

恵
笑
子

穂

積
　
ノ
　
ブ

高

繍

ノ
り
子

稲

尾

和

子

村

上

紀
箋
子

市

川

公

子

鈴

木

の
り
子

渡

辺

良

子

斎

藤

規

雄

《
福
鳥
信
用
金
膿
）

佐

藤

邦

雄

古
　
田

重

夫

石

渡
　
　

孝

鈴

木

敏

弘

八

鳥
　
一
　
成

朽

木

順

子

（

藤

田

郵

便

局

》

村

上

永
　
一

佐
久
間

憲
　
一

菅

野

英

子

佐

藤

蔵

光

菊

田

祐
　
一

（

国

見

精

機

》

高

橋

庄

次

渡

辺
　
　

實

安

彦

敬

子

上

田

末

子

横

山
　
フ
　
ク

（

福

梁

製

作

所

》

丸

山

新

古

矢

目

秀

雄

片

平

忠

夫

吉

田

千
鶴
子

高

橋
　
　

守

佐

藤

勝

雄

丹

治
　
　

悟

矢

目

富
士
子

《
凹

見

農

協

》

鶴

田

曹

行

佐

藤

古

茂

古

田

昭
　
一

赤

坂

悦

雄

浅

野

由
香
利

佐
久
間

弘

美

実

沢

敏

子

玉

手
　
　

淳

小
早
川
　
　

隆

佐

藤

餓
　
一

菅

野

善

】
郎

佐

藤

久
美
子

井

砂

喜
代
子

佐

藤

政

子

《
麗

田

小

学

校

》

宍
　
戸

成

男

二
　
瓶

洋

允

畑
　
　

徳

祐

上

石

佳

子

小

磯

春

美

大

富

千
賀
子

宍
　
戸

ヤ

イ

大

竹

秀

男

仲

村
　

匡

鈴

木

な
お
み

佐

藤

ト
シ
ヱ

福

原

芳

子

田

中

富
爽
子

（

藤

田

幼

稚

園

》

紺

野

か
ず
子

古

内

君

恵

倉

旧

由
美
子

藤
　
詢

陽

子

《

県

北

中

学

校

》

横

山
　
　

充

星
　
　

一
　
男

高

野

利

男

池

田

祥

子

国

井

信

子

松

浦

利

枝

雉
子
波

敏

司

安

田

由
美
子

千

葉

桂

子

（

国

見

ガ

ス

》

鈴

木

広

茂

《

生

協

国

見

店

》

半

沢

ア
サ
子

《

商

工

会

員

〉

菅

野

昭

雄

羽

根

俊
　
一

高

野

忠

重

松

浦

惣
　
一

大

森

京

子

菅

野

正

右

軈

苅

栄

治

松

加

文

子

菅

野

清

江

須

田

寛
　
一

佐
久
間

正

男

秦
　
　

清
　
一

裂

田

光

子

奥

山

愛

子

菊

地

多
笑
子

小

畑

雅

晴

鈴

木

俊

博

曳

地

義

信

徳

江

賻

典

森

林

喜

助

紺

野
　
　

撒

渡

辺

富

男

東
海
林

富

子

朽

木

好

秋

大

森

忠
治
郎

由

井

順

郎

瀬

戸

美
代
子

谷

濘

陽

子

吉

田

と
き
子

（

国

見

町

役

場

》

菅

野

信

朗

阿

部

正
　
一

八

鳥

英

雄

佐

藤

克

成

大

波

和

浩

安

田

博

三

菊

地

弘

災

逼

田

恭

子

還

藤

八
重
子

古

田

吉

夫

古

川

比

司

吉

田

輝

雄

引

地

由

則

遠

麗

喜

正

小

西

春

彦

菅

原

文

子

後

藤

浩

子

高

橋

喜

久



ふるさとの文化財

⑩
町指定無形民俗文化財

だいだい か ぐら

春日神社の太々神楽
菊　池　利　雄

内

谷

村

の

鎖

守

春

日

神

社

に

は

、

春

秋

の

例

祭

に

氏

（
Ｐ

に

よ

っ

て

奉

納

さ

れ

る

太

々

神

桑

が

伝

え

ら

れ

て

い
　

こ

の

神

楽

は

．

明

治

卜

五

年

こ

八

八

二

）

に

田

村

郡

よ

り

伝

来

し

た
　

『

ｇ

平

奉
嗅
．
ｌ

Ｕ

．
皿

―

で
Ｉ
ｙ

大
鐇
に
よ
『
で

も

の

？

Ｉ

ｉ

’
气

‘
竇

“
責

聊
戛

４

ｊ

゛
た
瓦

一

楽

人

は

氏

子

の

長

男

た

ち

に

よ

っ

て

受

け

継

が

れ

て

き

た

．

戦

後

は

社

会

情

勢

の

変

化

に

と

も

な

い

、

桑

人

の

補

充

も

墨

っ

に

ま

か

せ

ず

し

て

．

昭

和

三

十

三

年

よ

り

奉

納

か

中

止

さ

れ

て

き

た

・

そ

の

後

地

元

で

は

伝

統

の

あ

る

神

楽

の

消

滅

を

お

し

み

て

復

活

を

望

む

声

が

強

く

、

昭

和

五

十

七

年

に

春

日

神

社

太

々

神

楽

保

存

会

か

結

成

さ

れ

、

元

楽

人

等

の

指

導

を

得

て

久

し

く

絶

え

て

い

た

、

後

継

者

の

養

成
も
行
わ
れ
て
、
こ
の
年
響
の
例
祭

に
は
神
楽
を
復
活
奉
納
、
五
十
九
年

に
は
杜
前
に
神
楽
殴
の
建
立
を
み
て

い
る
．

発
足
当
時
の
明
治
朗
に
は
．
ニ
ト

ハ
座
の
演
納
を
み
た
と
あ
る
が
、
現

在
は
岩
戸
舞
、
宇
賀
．
二
人
刀
な
ど

卜
四
座
の
復
活
に
と
ど
ま
り
．
今
後

の
補
充
に
人

き
な
期
侍
が
も
た
れ
て

丶
　
丿
春
Ｈ
紳
社

り
る

ｆ
゛々
呻
榮
紀
ｙ

神
楽
は
は
じ
め
神
仙
で
神
霊
を
慰

め
る
た
め
に
、
演
じ
奏
さ
れ
る
舞
踊
・

冴
楽
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
舞
楽
・

巫
ｆ

舞
・
猿
楽
能
な
ど
、
宮
中
や
民

間
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
各
種
の
芸
能

や
、
修
験
道
．（
山
伏
）
な
ど
の
影
響

を
う
け
て
、
習
合
発
達
を
み
た
も
の

で
あ
り
、
地
方
に
伝
わ
る
神
豪
は
、

新
古
さ
ま
ざ
ま
な
系
統
が
あ
り
、
発

生
や
成
立
期
を
詳
か
に
し
な
い
が
、

多
く
は
中
世
の
猿
楽
能
か
ら
派
生
分

化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
．

内
谷
太
々
神
楽
を
若
干
の
演
日
に

つ
い
て
み
れ
ば
こ

岩
戸
開
き
い
は
神

話
を
題
材
に
面
を
つ
け
た
舞
人
か
、

能
か
ら
鋼
の
部
を
取
り
去
・
だ
形
で
、

黙
劇
風
に
演
じ
、
こ
れ
を
力
強
い
囃

子
に
よ
っ
て
全
体
を
盛
り
上
げ
て
お

り
、
二
人
の
舞
人
が
刀
を
持
ち
叫
転

す
る
な
ど
、
曲
芸
的
な
要
素
の
強
い

ご
一
人
刀
』
は
．
山
伏
神
桑
の
系
譜

を
ひ
く
む
の
と
さ
れ
、
観
客
に
餅
を

撒
い
て
授
福
を
演
じ
る
「
宇
賀
の
舞
」

な
ど
が
あ
る
．

現
在

伊
達

郡

に
保
存

さ
れ
て

い
る

神
桑

と
し
て

は

、
箱
崎

の
獅
子

毎

（
伊
達
町

）、
向
川

原

觀
＆

の

獅
子
踊
・

新
川
愛

宕

神
社

獅
子

舞
｛
梁
川

町

｝

な
ど
、

獅
子

舞
系

統

の
も
の

が
多

く
、

内

谷
の

は
太

々

神
楽

と
し
て

郡
内
唯

．
の
も

の
で

、
捻

璽

な
存
在
で

あ

る
．

昭
和

六
卜

年
．こ
月
町

で

は
存

口

神

社
の
太

々

神
楽

が
、

各
地
で

多
く

の

伝

統
芸

能

が
消

え

つ
つ
あ

る
中

に
あ

り
て

、
一
日
．は

断
絶

し
た
も

の
を

復

活
さ

せ
、
演

能

技
術

の
向
上

を

め
ざ

し
て

お
り
．

古
文

癧

・
楽
器

４

１ｙ
・

面

・
衣
装
等

の

保
存

情
況

も
良
好

な

こ

と
か
Ｉり
、
焦

形
民

俗
文
化

財

に
指

定
し

た
．

参

考

文
献
　

国

見
町

史
一

巻
・
民

俗

学
辞

典

・
阻
俗

辞
典

身近にある野草・薬草

16

ホ オ ズ キ

全
国
各
地
の
山
地
に
自
生
す
る
多

年
草
。
現
在
で
は
、
庭
や
畑
に
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。

初
夏
に
白
色
の
小
花
を
つ
け
ま
す

が
、
花
は
先
端
か
浅
く
五
裂
し
。
か

く
は
筒
状
で
五
裂
片
に
分
か
れ
、
下

向
き
に
咲
き
ま
す
。

柁
後
、
か
く
か
発
達
し
て
果
火
を

包
む
よ
う
に
な
り
、
球
形
の
液
果
も

が
く
も
赤
く
変
化
し
ま
す
。

▼
薬
用
▲

七
～
八
月

ご
ろ
の
開
化
中
に
、
地

下
の
限
茎
を
含
め
た
地
上
の
茎
葉
を

掘
り
と
り
。
水
洗

い
し
て
日
干
し
に

し
ま
す
。

せ
き
止
め
、
解
熱
・
利
尿
に
　
一
日

最
と
し
て
乾
燥
し

た
全
草
｛
酸
漿
｝

三
～
十
グ
ラ
ム
を
水
三
百

に
か
ら
半

量
に
煎
じ
、
三
回
に
服
用
し
ま
す
。

洗
濯
に
　
赤
く
熟
し
た
果
実
の
汁
を

し

ぼ
り
、
こ
れ
で
す
す
ぎ
落
と
し
ま

す
．
ホ
オ
ズ
キ
の
赤
み
は
無
患
子
の

皮
（
ム
ク
ロ
ジ
の
皮
、
つ
ま
り
生
藁

え
人
め
いひ
　

あ
で
き

延
命
皮
）
か
赤
．豆
の
粉
で
す
す
ぐ
と

き
れ
い
に
落
ち
ま
す
．

▼
食
用
▲

劵
、
若
葉
は
、
つ
め
で
軽
く
っ
み

と
れ
る
か
た
さ
の
も
の
を
つ
み
と
り

ま
す
。

料
理
　
若
葉
は
塩
一
つ
ま
み
を
入
れ

た
た
っ
ぷ
り
の
熱
湯
で
ゅ
で
。
水
に

さ
ら
し
、
水
け
を
し
ぽ
っ
て
か
ら
。

お
ひ
た
し
、
ご
ま
あ
え
、
か
ら
し
あ

え
に
。

杲
実
は
が
く
を
と
り
除
き
、
そ
の

ま
ま
生
で
食
べ
る
か
、
果
実
酒
に
し

ま
す
。
果
実
酒
は
、
き
れ
い
に
水
洗

い
し
。
水
け
を
ふ
き
と
っ
た
果
実
を
、

三
倍
量
の
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
に
漬
け
、

冷
暗
所
で
二
～
三
ヵ
月
間
熟
成
さ
せ

ま
す
。（

山
野
草

カ
ラ

ー
百
科

か

ら
）



貸
し
借
り
安
心

メ
リ
ッ
ト
た
く
さ
ん

活
川
し
よ
う
こ
の
制
度

～
農
用
地
流
動
化
推
進
強
化
月
間
～

↑

月
一
‥‥‥
～
十

一
月
三

十
日

農
地
を
貸
し

た
ら
返
し
て
も
ら
え

な
い
、
ま
た
返
し
て
む
ら
う
と
き
に

は
離
作
料
を
請
求
さ
れ
る
。
こ
ん
な

心
配
か
あ
る
た
め
、
貸
し
て
も
よ
い

農
地
が
あ
っ
て
も
貸
せ
な
い
で

い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。

″
‥
で
も
。
も
う
大
丈
夫
が

新
し

い
制
度
（
農
用
地
利
用
増
進

事
楽
）
を
活
用
す
れ
ば
そ
ん
な
心
配

を
し
な
い
で
、
安
心
し
て
農
地
の
貸

し
借
り
か
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
制
度
で
農
地
を
貸
し
た
場
合

・
農
地
法
の
手
続
き
か
い
り
ま
せ
ん
。

・
貸
し
て
も
約
束
の
期
限
か
く
れ
ば

離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
確
実

に
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。

・
三
年
以
上
貸
し
た
場
合
に
は
農
地

流
動
化
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

・
小
作
地
の
所
有
制
限
が
な
く
、
市

町
村
外
で
も
Ｏ
Ｋ
．

・
農
用
地
利
用
増
進
訃
面
に
の
っ
て

農
地
を
充
っ
た
ら
譲
渡
所
得
か
ら

五
百
万
円
控
除
。

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
、
農
地
流

助
化
推
進
員
、
農
業
委
員
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

作れない人は貸して農地の有効利用Z/

作れる人は借りて規模拡大Z/

農地流動化奨励金

貸付 期間

丿 年以 上 ～ 乙年未 碣
／Ｑ ，∂∂ θ 円

９ 年以 上 ～ ／θ年 未碣
２ θ ，∂ θ∂円

／Ｑ年以 上　　　　　 ｌ

3 0 , 円

戦
没
者
等
の

遮
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
支
給

終
暇
四

十
周
年
に
あ
た
っ
て

今
年
は
『

終
峨
か
ら
四
十
年
日
に

あ
た
り
ま
す
か
。
先
の
大
戦
で
な
く

な
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
、

岡
と
し
て
改

め
て
弔
慰
の
窶
を
表
す

る
た
め
、
特
別
弔
慰
金
と
し
て
国
債

（
額
面
三
十
万
円
、
十
年
償
還
、
無

利
子
）
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
特
別
弔
慰
金
の
支
給
対
象
は
、

満
洲
事
変
以
後
に
死
亡
し
た
戦
没
者

等
の

遺
族
で

、
昭

和
六

十
年

四
月

一

日
に

お

い
て

。
同

一
の

戦
没

者
砕

に

っ
き
公

務
扶

助
料

、

遺
峡

年

金
等
の

受
給
者

か

い
な

い
方
で
す

。
今

回
の

特
別
弔

慰
金

を
請

求
し
よ

う

と
す
る

方

は
役

場
住

民
課

に
お

い
て

手
続
き

を

し
て

く
だ

さ

い
。
な

お
。
詳

し
く

は

役
場

住
民

課
に

お
た
ず

ね
く

だ
さ

い
。
今

回
の

特
別
弔

慰
金

の
請

求
期

限
は
昭
和

六

十
三
年

六
月

十
一
こ
。日
ま

で

と
な

っ
て

お
り

、
こ
の

期
限

を
す

ぎ

ま
す

と
時
効

に
よ

り
失

権
し
ま

す

の
で

請
求

も

れ
の
な

い
よ
う

注
意

し

て
く

だ
さ

い
・

迎
反
建
築
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

十
月
十
一
日
～
十
月
1‐
七
日

は

違
反
建
築
防
ｉ

週
間

こ
の
期
間
に
建
設
省
、
福
鳥
県
で

は
、
町
や
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て

違
反
建
築
防
止
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
目
的
は
。
建
築
基
準
法
の
目

的
。
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
良
好
な
市
街
地

の
環
境
の
形
成
及
び
建
築
物
の
安
全

性
の
破
保
に
努
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

こ
の
期
間
中
、
一
斉
公
開
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
ま
す
。

第15回国見町文化祭11/2～11/17

〈総 合展示会〉11 月２日（土）～４日（ 印

時 間　 午前９時～ 午後５時（ ４日は ３時 まで）

会場　 町民体育館

参加　町文迎各種団体、老人クラブ、教育研究会他

※入場 無料

※個 人で作品 を展示したい方は 、10月27日 まで公民館に申

し込 みして下 さい。（１人２点以内）

〈芸 能 発 表会 〉

第１部　11 月４日（日） 午前10時～午後2  時 30分

第２部　11 月17日（日） 午前９畤30分～午後２畤

会場　 町 公民館講堂

参加　町 文運 各種団体

※入鳩無料

全国防犯運動
10月11日～10月20日

光っています

好奇心の目

考えて ぼくらが育つ環境を



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
龠
に

◆
松
浦
二
朗
さ
ん
（
築
館
）
か
ら

二
万
円
Ｉ
故
ッ
ネ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
国
見

カ
ラ

オ
ケ

愛
好
会

か

ら

二
十

一
万
三

千
一
二
百
七

十
六

円

（
カ
ラ

オ
ケ
大

会

の
善
意

に
よ

り

）

◆
佐
藤
利
雄
さ
ん
（
石
母
田
表
）
か

五
万
円
１
故
ミ
イ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
斎
藤
ト
ミ
さ
ん
（
徳
江
北
）
か
ら

一
万
円
Ｉ
故
武
雄
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
奥
山
隆
夫
さ
ん
（
駅
前
）
か
な

三
万
円
Ｉ
故
嘉
助
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
佐
久
間
巖
さ
ん
（
宮
町
北
）
か
ら

一
万
七
千
五
百
十
五
円
Ｉ
拾
得
物

の
寄
付

県
北
中
学
校
に

◆
佐
藤
利
雄
さ
ん
（
石
母
田
表
）
か

二
万
円
－

故
ミ
イ
さ
ん
の
ご
遺
志

藤
田
小
学
校
に

◆
八
鳥
俊
彦
さ
ん
（
滝
山
）
か
ら

三
万
円
－

故
和
枝
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
佐
藤
利
雄
さ
ん
（
石
毋
田
表
）
か

二
万
円
‐

故
ミ
イ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
奥
山
隆
夫
さ
ん
（
駅
前
）
か
ら

二
万
円
１
故
嘉
助
さ
ん
の
ご
遺
志

藤
田
幼
稚
園
に

◆
吉
田
マ
キ
さ
ん
（
山
崎
舘
）
か
ら

ぞ
う
き
ん
百
一
二
十
枚

小
坂
季
節
保
育
所
に

◆
八
鳥
俊
彦

さ
ん
（
滝
山
）
か
ら

二
万
円
Ｉ
故
和
枝
さ
ん
の
ご
遺
志

Ｎ
Ｔ
Ｔ
福
島
電
報
電
話
局

花
園
営
業
窓
口
の
移
転
に

つ
い
て

か
ね
て
よ
り
、
花
園
営
業
窓
口
に

つ
い
て
、
花
園
分
局
内
に
増
設
工
事

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

工
事
も
完
了
し
、
十
月
二
十
八
日
か

ら
斬
窓
口
で
営
業
開
始
い
た
し
ま
す
。

・
住
所

新
：

福
鳥
市
花
園
町
一
上

二
六

（
旧
：

福
鳥
市
五
老
内
町
四
一

八
）

・
電
話
番
号
（
従
来
と
同
じ
で
す
）

一
三

一
二
〇
〇
〇

・
所
在
地
（
左
図
の
と
お
り
）

戸籍の窓口
（９月刪 寸分）

出生おめでとうございます

子 の 名 保 護 者　 部 落
噛( ひ と み)佐久閥　守 第　 一

こずえ　　　　 佐藤 瞳一 原　 町
辰 哉(し ん や)佐藤 喜徳 泉 田 中

真　岐(ま　　き)赤坂　 渭　前　 田
里　葵(さ と み)舟山　武継　柵　 谷

沙友里(さ ゆ り)大波　勇一　第　 九
悠　司(ゆ う 匕)斎藤 正美 耕　 谷

裕　－{ゆういち}佐藤 正一　石毋田西
亜沙葵(あ さ み)佐藤　 誠 石毋田東

麻里子(ま り こ)斎藤　由吉　山　 恨
茂　樹(し げ き)吉川　利男　源宗山西

昌　弘(まさひろ)佐藤 武夫　原　 町
亜　希(あ　　き)寺鳥 正男　第　 四

智　美(と も み)村上 健一　第　 九

ご結婚おめでとうござい ます

氏　　 名　　　　　 部 落

榊 枝　　 仁　　　 福 鳥
市

国　分　圜　子　　　　 錦　 町
後 藤　孝　一　　　　 高　 城

岡 崎 信
子　　　 霊 山 町

＊　田　林一郎　　　　 錦　 町
白 坂 哲 子　　　 福 鳥 市
おく やみ申し上げ ます

氏　　 名　　　 年齢　　 部 落

稲 村　ト　メ　　82　　 宮 町 南
黒 田 福 子　　60　　 泉 田 下
斎 藤 武 雄　　6Z　　 徳 江 北
松　浦　ツ　ネ　　85　　 築　 館
八　島 和　枝　　29　　 滝　 山

古 山　ク　ニ　　90　　 山 崎 北
― 條 一 男　　68　　 大 町 北
村　上　ひさよ　　65　　 第　 八
佐 庫　ミ　イ　　85　　 石毋田表
寺 鳥 唯 光　　19　　 第 十 一
奥　山　嘉 助　　73　　 駅　 前
松　浦 吉　次　　94　　 石毋田原

人口 と世 帯
10月１日現在(前月比)９月中のうごき，

人
　
　

口

男5  , 3 人(  十 5 )

女6  靆 ? 9人(  十 8 )

計12  012 人(  十 13 )

世帯数2  , 1戸(  十 3 )

転　入22 人

転 出　11人

出　生14 人

死 亡12 人

心配ごと相談日
鳩所 ： 役場 二 階 相 談 室｛・ ●入口からお入り下さい｝

時 間 ： ９時 ～IZ 畔

こまったことや、相破ごと がありましたら、

お気軽にご相談下さい。 秘密は絶対に守り ます。

〔相 談 貝 〕

10月 日 ( 金〉菊地　平助・畏谷川キン

11月５日（火）古田　正雄・阿部　キク

11月燔 日 (金）阿部 俊恒・玉手マルヨ

10月　神無月（かんなづき）

1 ? 日 困 貯蓄の日

18 日 囹 筏計の日

23日困 霜降・電信電話記念日

日 困　国連の日

27日叫 読書週間

11月　霜月（しもつき）

１ 口倒　 灯 台記念 日

3 日 回 交化 の日

７日附 立 冬

II 日 し月) 世 界平和 記念 日

15 日廁　 七 五三



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

08  5 ｰ 2  6 ワ６

く有)  4  ｰ  5  6

高
齢
者
・
婦
人
運
動
会

町
恒
例
の
高
齢
者
、
婦
人
運
動
会

は
、
十
月
五
日
午
前
八
時
半
か
ら
町

公
民
郎
で
開
か
れ
、
約
二
百
五
十
人

か
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し

み
ま
し
た
。

大
会
委
員
畏
の
佐
藤
教
育
次
長
の

あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
菊
地
町
長
、
仲

野
周

】
文
教
厚
生
常
任
委
員
長
の
祝

辞
か
あ
り
全
貝
か
ラ
ジ
オ
体
操
で
体

を
ほ
ぐ
し
た
あ
と
競
技
を
行
い
ま
し

た
。カ

ー
ド
合
わ
せ
や
障
害
物
競
走
な

ど
高
齢
者
や
婦
人
の
個
人
競
走
、
ま

た
婦
人
と
商
齢
者
か
交
互
に
ス
テ
ｆ

ツ
ク
さ
ば
き
を
競
う
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
競
走
か
爆
笑
を
誘

い
、
最
後
に
輪
に
な

’。
て
「
国
見
音

頭
」
や

『
ぽ
け
な
い
音
頭
』
を
踊

。

て
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ムうまく、くぐってで（ゲートボール競争）

▲まだまだ元気です（綱引き）

婦
人
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
に
参
加
し
て

町

東
　

安
　
田

節
　
子

白
い
テ

ニ
ス
ウ
ェ
ア
ー
に
身
を
包

ん
で
、
軽
や
か
な
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ

ー
で
、
ひ
ょ
い
と
ラ
ケ

″
卜
を
小
脇

に
抱
え

’私
テ
ニ
ス
を
し
て
い
ま
す

の
」
な
ど
と
い
う
の
は
、
テ
レ
ビ
の

中
の
話
ほ
ど
に
思
・
て

い
た
私
も
、

町
内
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
か
出
来
て
か

ら
は
、
心
も
ウ
キ
ウ
キ
、
さ
っ
そ
く

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま
し
た
。

十
ン
年
的
に
買
っ
た
ラ
ケ
ノ
ト
を

持
ち
だ
し
て
。
コ
ー
ト
に
立
っ
た
私

は
、
シ
ョ
ッ
ク
シ
ョ
ソ
ク
の
連
続
で

し
た
。
な
ぜ
っ
て
、
玉

が
全
々
当
ら

な
い
ん
で
す
。
ラ
ケ

フ
ト
が
悪

い
の

じ
ゃ
な
い
か
と
取
り
替
え
て
兄
て
も

同
じ
で
し
た
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
ネ

ッ
ト
を
は
さ
ん
で
‐‐
人
ず
つ
ラ
リ
ー

を
す
る
風
景
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り

ボ
ー
ル
の
打
ち
合
い
で
す
。
た
だ
ボ

ー
ル
を
何
回
も
続
け
て
打
つ
だ
け
な

の
に
む
ず
か
し
い
こ
と
。
で
も
軟
式

の
古
川
先
生
に
は
。
グ
リ
ッ
プ
の
抛

り
方
、
体
の
動
か
し
方
ま
で
。
教
え

て
い
た
だ
き
少
し
ず
つ
打
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
八
月
末
か
ら

行
わ
れ
た
硬
式
の
テ
ニ
ス
教
室
に
も

入
り
、
テ
ニ
ス
協
会
指
導
貝
の
阿
部

先
生
の
指
碑
で
、
硬
式
の
良
さ
も
知

り
ま
し
た
。
軟
式
、
硬
式
ボ
ー
ル
の

堅
さ
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
、
ち
が
っ

た
所
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
に
、
ど
ち

ら
も
拾
で
が
た
い
魅
力
が
あ
り
ま
し

た
。以

前
は
、
天
訊
に
な
る
と
洗
濯
を

し
て
フ
ト
ン
を
干
し
て
と
、
外
に
出

る
ス
ポ
ー
ツ
は
子
供
だ
け
の
も
の
と
、

思
っ
て
い
た
私
も
、
外
に
出
て
あ
の

や
わ
ら
か
い
風
に
包
ま
れ
た
ら
も
う

た
ま
り
ま
せ
ん
。
週
一
‐
’
二
回
の
練

習
か
待
ち
遠
し
く
な
コ

』
し
ま
い
ま

し
た
。

硬
式
の
ク
ラ
ブ
も
新
し
く
出
来
ま

し
た
。
私
た
ち
と
外
の
す
ぱ
ら
し
さ

を
知
っ
て
兒
ま
せ
ん
か
。

Ａ大好押だった婦人テニス教室

町
民
学
校
・
講
座

の
お
し
ら
せ

◇
俳

句
教

窒

（
初
心
靠
入
門
火
曜
コ
ー
ス
）

○
期

日

十
一
月
五
日
、
十
二
日
、

十
九
日
．
二
十
六
日
．
十

二
月
三
日
、
十
日

○
時
間

午
後
一
時
か
ら

○
場
所

国
見
町
公
民
館

○
講
師

毎
日
新
聞
福
鳥
版
俳
句
選

者

鈴
木
正
治
先
生

○
入
講
料
　
五
百
円

◇
ふ
る
さ
と
歴
史
コ
ー
ス

采
罐
７

ろ

○
期
日

十
一
月
七
日
、
十
四
日
、

二
十
一
日
、
二
十
八
日
、

十
二
月
五
日
、
十
二
日

〇
時
間

午
前
九
時
か
ら

○
内
容

阿
津
賀
志
山
合
戦
と
二
重

堀
、
県
北
の
歴
史
の
道
、

岡
見
の
文
化
財
（
ピ
デ
オ
ベ

伊
達
郡
の
史
跡
め
ぐ
り
等

○
講
師

柵
励
県
史
学
会
員

菊
池
利
雄
先
生

○
入
講
料
　
五
百
円

※
史
跡
め
ぐ
り
経
費
若
干
あ
り
ま
す
。

◇

版
画

教
室
｛
観
子
版
西
教
害

○

と

き

十
一
月
二
十
三
日
（
土
）

午
前
九
時
か
ら

○
場
所
　
国
見
町
公
民
館

○

対

象

小
学
校
四
年
生
以
上
の
児

童
、
生
徒
と
そ
の
父
母

〇
内
容

‘．’ｆ
り
く
り
年
賀
状

○
講
師

国
見
町
　
石
原
晃
雲
先
生

○
経
費

材
料
代
若
干
か
か
り
ま
す
．



語り手50 数名による国見町の民話を結集./

半 田 沼の 赤 べ こ他 集録

｢国見の民話．

10月下旬完成予定
●監　　修　村 上　直 治

●纈　　集　国見町教育委員会

●協　　力　木　曜　会

●さ し 絵 石 原 晃 雲

●Ａ ５ 判　本文 ２５０頁

●カバー付　定価 ｔ３００円

●発 行 者　国見町教育委員会

●申込みは　各部落長さんまで
10 月２５日まで

不文 さし晧

小坂子畸㈹Ｓ檬 おふかさんの話 巧主にされた人

ス ポ ー ツ だ よ り
今都道県対抗第28回東日本縦断（青森～東京）駅伝競走大会

と　き　11月2  日 二tこ）午前10時～Ｈ時当町通過予定

◇第１回綱引大会

と　き　11月６Ｈ（水）午後７時

ところ　国 見町民体育館

出場者　町民および町勤務者で18歳以上の男女

◇第９回国見町内一周駅伝競走大会

と　き　11月IO 日 ( 剛 午前10時公民館スター･卜

午前11時半公民館ゴール予定

ところ　公民館加広場（町内一一周を餓走する）

◇第20回国見町桑折町青少年健全育成剣道大会
と　 き　11 月24  日 ( 日 )

ところ　 国 見町民 体育郎

出 場者　 両 町小 中学生

図多くの団体、チームのご参加を期待しております。



佐
久
間
直
次
さ
ん
に

法
務
大
臣
感
謝
状

保
護
司
と
し
て
。
二
十
八
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
き
た
佐

久
間
直
次
さ
ん
（
塚
野
目
字
北
塚
こ

八
　
七
十
七
歳
）
が
、
こ
の
ほ
ど
、

任
期
満
了
と
な
り
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

佐
久
間
さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
る

法
務
大
臣
の
感
謝
状
の
伝
達
式
は
、

十
月
二
日
町
長
室
で
行
わ
れ
、
菊
地

町
艮
か
ら
佐
久
間
さ
ん
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

佐
久
間
さ
ん
は
、
昭
和
一
ニ
ト
ハ
年

に
保
護
司
と
な
り
。
仮
出
所
者
、
執

行
琳
予
者
を
保
護
観
察
し
、
更
正

に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
今
ま
で
卜
五
人
ほ
ど
保
護
覲
察

し
て
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
家
庭

が
原
因
で
し
た
。
非
行
に
は
し
ら
な

い
よ
う
、
家
族
全
員
で
注
意
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
半
数
が
更
正
し
ま

し
た
が
、
解
除
に
な
っ
た
人
が
本
当

に
更
正
し
た
か
ど
う
か
気
が
か
り
で

す
。
こ
の
二
十
八
年
間
は
艮
い
よ
う

で
短
か
く
感
じ
ま
し
た
。
現
在
、
保

護
観
察
の
人
に
早
く
更
正
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
Ｊ

と
佐
久
間

さ
ん
は

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲葡地町長から感謝状を伝達される佐久間さん

な
ん
と
一
・
ハ
キ
ロ

ジ
ヤ
ン
ボ
モ
ミ
タ
ケ

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
松
屋
売
店
の
主
人

松
浦
愽
さ
ん
（
山
眼
）
は
、
十
月
四

日
友
人
と
二
人
で
き
の
こ
探
り
に
い

き
、
傘
の
直
径
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
重
さ
が
Ｉ
・
ハ
キ
ロ
も
あ
る
モ

ミ
タ
ケ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

松
浦
さ
ん
は
、
一
昨
乍
に
も

Ｉ
キ

ロ
の
モ
ミ
タ
ケ
を
探
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
そ
れ
を
と
ま
わ
る
ジ
ャ
ン
ボ

モ
ミ
タ
ケ
。
時
価
數
万
円
も
す
る
代

物
で
。
吸
物
に
す
れ
ば
百
人
分
は
と

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
さ
っ
そ
く
解

体
し
、
舌
づ
つ
み
を
う
っ
た
そ
う
で

す
。
な
お
、
探
っ
た
鳩
所
は
、
嶇
の

性
質
上
秘
と
の
こ
と
。

●松滴さんと|,8キロのジャンボモミタケ

文
化
財
ビ
デ
オ
が
完
成

～
公
民
館
で
試
写
会
Ｉ

教
宵
委
貝
会
で
は
、
町
内
の
文
化

財
を
広
く
町
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
ビ
デ
オ
化
を
企
画
、
昨
年
度
国

兄
映
友
会
（
新
村
国
夫
会
長
）
に
依

頼
、
こ
の
た
び
完
成
し
、
九
月
七
日

午
後
一
時
半
か
ら
そ
の
試
写
会
が
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

献
写
会
に
先
だ
ち
、
新
村
会
長
か

ら
佐
藤
教
育
委
口
畏
に
完
成
品
の
引

き
波
し
が
さ
れ
ま
し
た
。
次

い
で
教

材
利
用
の
た
め
各
小
中
学
校
、
公
民

館
に
贈
ら
れ
、
佐
久
間
大
木
戸
小
学

校
長
が
代
表
し
て
委
員
長
か
ら
受
け

取
り
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
原
始
・
古
代
か
ら

江
戸
時
代
ま
で
と
民
俗
行
事
が
収
録

さ
れ
て
お
り
、
文
化
財
を
と
お
し
て

国
兄
の
歴
史
が
わ
か
る
内
容
の
も
の

で
全
巻
六
十
分
の
も
の
。

試
写
会
に
出
席
し
た
文
化
財
保
護

審
議
委
員
、
郷
ｔ
史
研
究
会
員
ら
百

二
十
人
は
、
映
友
会
の
ほ
ぼ
一
年
に

わ
た
る
、
約
六
十
ヶ
所
の
町
内
外
の

撮
彫
、
深
夜
に
及
ぶ
編
集
作
業
の
結

果
完
成
し
た
力
作
に
賞
賛
の
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。

県
内
で
も
数
少
な
い
こ
の
試
み
は
、

県
文
化
課
で
も
注
目
、
？

速
作
品
の

寄
贈
の
申
し
込
み
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
。
学
校
で
、
公
民
館
で
広
く

活
用
さ
れ
、
町
民
が
一
人
で
も
多
く

文
化
財
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

も
の
と
期
侍
さ
れ
ま
す
。

Ａ新村会長から佐藤教育委員長にテープが手渡される

編

集

日

記

○
週
末
の
た
ぴ
に
雨
か
降
り
、
せ
っ

か
く
の
日
叩
日
も
だ
い
な
し
の
日
か

続

い
て

い
ま
す
。
せ
っ
か
く
実
っ
た

米
も
。
な
か
な
か
稲
刈
り
か
で
き
ず

困
っ
て

い
る
方
も
お
い
で
の
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
雨
の
た
め
、
朝
、
夕

め
っ
き
り
冷
え
こ
み
。
日
中
の
気
温

も
さ
ほ
ど
上
か
ら
ず
。
さ
わ
や
か
な

秋
哨
れ
の
日
が
待
ち
ど
お
し
い
こ
の

ご
ろ
で
す
。

○
卜
月
一
日
現
在
で
、
六
十
年
国
勢

調
査
が
全
岡
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
調
査
の
対
象
は
約
一
億

二
千
百
万
人
、
約
三
千
八
百
万
世
帯

に
及
ぶ
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
‐国

見
町
で
も
、
一
万
二
千
人
前
後
、
約

二
千
九
百
世
帯
に
な
る
と
見
込
ま
れ

ま
す

。
調
査
票
の
記
入
に
際
し
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
感
謝
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
秋
も
い
よ
い
よ
本
番
を
迎
え
、
キ

ノ
コ
狩
り
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し

た
。
今
月
号
に
、
一
・
ハ

キ
ロ
も
あ

る
ジ
ャ
ン
ボ
モ
ミ
タ
ケ
の
わ
だ
い
を

掲
載
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
は
い
か
な
く
て
も
、
近
ぐ
の
山
で

ア
ミ
コ
や
シ
メ
ジ
、
マ
ツ
タ
ケ
な
ど

か
と
れ
ま
す
。
さ
わ
や
か
な
秋
空
の

下
、
森
林
浴
を
か
ね
な
が
ら
、
ぜ
ひ

き
の
こ
狩
り
に
出
か
け
て
み
て
は
い

か
か
で
す
か
。
　
　
　
　
　
　

Ｓ

緇
一

国
兄
町
企
画
餓

福
鳥
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
藤
田
字
一
ｒ

田
二
２
の
１

一

九
六
九
一

一
七
　

ｓ
（
○
二
四
五

）
八
五
一
二
一
一
一
｛
代
表
｝
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